
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

報償費

18,026事 業 費 20,612

事業内容

関連事業

主な要求内容 （単位：千円）

　H20　～　H　　

22年度予算

整理番号 38

「低炭素都市」の実現をめざす本市では、家庭や地域と協働し、太陽光をはじ
めとするクリーンエネルギー、エコロジーなまちづくりに向けた当事者意識を
子どもたちにはぐくむため、持続可能な社会の構築について、当事者意識を子
どもたちにはぐくみ、課題解決に向け主体的に実践できるような環境教育の充
実を図る。

事業目的

事 業 名 環境教育推進事業

局・課名／　　

キャリア教育推進事業
小中一貫教育・学力向上推進事業

事業期間

負担金

023 教育委員会事務局　学校教育部

190 190

345

効果的なプログラム開発、コーディネーター等
の派遣を行い、環境教育に取り組む学校を拡
大して実施

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計

・企業･専門機関等と連携し、太陽光パネルを教材化した学習プログラムを小中
学校（7校）で実施する。
・ゴーヤ栽培によるグリーンカーテンの整備を40校で実施する。
・環境教育の効果的な指導法や指導にあたっての配慮事項等について、教員研
修会を実施する。
・大和川流域の水生生物の観察や水質調査等を通じて環境を考える「水辺の楽
校」を実施する。

研修会参加負担金3,000×2回×2校12 12

20,612 13,517

水辺の楽校テント等60,000

調査研究旅費47,500×4回

研修会場費100,000

平成21年度決算額 平成23年度要求額

13,517

消耗品費

115

23年度要求額

旅費

平成22年度予算額

15,000 10,500 環境教育プログラム等委託料

90 160

(単位　千円)

使用料及び賃借料

4,975 2,540 グリーンカーテン60,000円×40校

全体事業費

内容・積算等

研修講師謝礼金23,000×5回

委託料

項目

環境教育プログラム実施校にコーディネーターを派遣し、企業等の教育資源を効果的に活用
する。
また、環境教育を各学校が教員を中心として効果的に展開できるよう、資質・能力の向上を
図る。

水辺の楽校140,000円

・H20～22年度　環境教育プログラムを7校
で実施
・H21・22年度　グリーンカーテン整備事業
を27校→37校で実施
・H22年度　エネルギー教育学習プログラ
ムを3校で実施

地域の教育資源を生かしながら、太陽光
パネルを教材化した学習プログラムを実
施

【経過（～22年度】 【23年度】


